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●（資料１）奈良時代の寺，岡上阿部原廃寺。



　麻生地区のいちばん西側の岡上地区に，奈良時代の寺院跡と推定される遺跡があります。岡上東光院の南側の丘陵上にある，阿部原廃寺で

す。この地からは，８世紀中頃とみられる武蔵国分寺式の瓦が発見されており，礎石が発見されていないので，小規模な掘立柱（注４）の仏堂であ

ったと考えられています。

またここからは，「荏」「国」と書かれた瓦が出土していることから，隣接の荏原郡の郡家（郡を治める役所・その長である豪族の屋敷でもある）や

国衙（国府の役所）からの寄進があったと推定され，この寺は都筑郡の郡司（郡を治める豪族）の一員であった豪族が建立したものと推定されてい

ます。（川崎市史を参照。）（注５）

このことから８世紀中頃，ちょうど王禅寺伝説の始まる頃に，この地に仏教を信じる豪族がいたことがわかります。　








